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韓国、防空圏拡大を公表 １５日から発効 「事前に十分説明」 

2013.12.8 16:59  

 

 韓国国防省は８日、防空識別圏を拡

大すると発表した。中国が東シナ海に

一方的に設定した防空圏に対抗する

一方で日本の防空圏が、韓国領空の一

部を含んでいることの不満解消を図

った格好だ。１５日から発効する。 

 

 拡大部分は国際民間航空機関（ＩＣ

ＡＯ）が定めた韓国の民間航空機管制

空域である仁川飛行情報区にほぼ一

致。日中両国の防空圏と、韓国が中国

と管轄権を争う東シナ海の海中岩礁、

離於島（イオド、中国名・蘇岩礁）上

空域を含む。 

 

 これまで一部が日本の防空圏内に

含まれていた韓国・済州島南方の馬羅

島（マラド）の上空が新たに韓国の防

空識別圏に含まれるなど、日中韓の防空圏が一部で重複する形となった。 

 

 拡大について韓国国防省の高官は、日本、米国、中国に事前に十分に説明したとしたう

えで「国際的なルールに合致しており、過度な措置ではないという点で共感を得た」と述

べ、理解を得られたとした。 

 

 また「偶発的軍事衝突を防止し、航空機の安全確保について関係国と協議していく」と

述べ、一方的に防空圏を拡大して飛行計画書の提出を求めるなど強権的な姿勢を取る中国

との違いを強調した。（産経） 

 

韓国、管轄権確保へ布石＝「日中黙認」との読み－防空識別圏（2013/12/08-17:58） 

 【ソウル時事】韓国が防空識別圏拡大に踏み切った最大の理由は、中国と争う海中岩礁・

離於島の管轄権確保への布石とするためだ。米国の理解を取り付けており、沖縄県・尖閣

諸島をめぐり衝突している日中が韓国との新たな対立を避けるため「黙認せざるを得ない」

との読みも、今回の決定を後押ししたもようだ。 



 韓国は離於島の管轄権を主張し、２００３年には海洋科学基地を建設した。その後、中

国も管轄権を主張するようになり、争いが起きている。 

 離於島海域は中韓それぞれが主張する排他的経済水域（ＥＥＺ）内にある。周辺は海底

資源が豊富で、両国は境界線に関する協議を行ってきたが、結論は出ていない。中国が離

於島を含む防空識別圏を設定したことで、管轄権争いに影響するとの懸念が韓国で出てい

た。 

 一方、韓国が防空識別圏に含めた馬羅島と鴻島周辺の領空は、日本の防空識別圏と重な

る。１９８０年代、海岸線から３カイリまでの領海上空とされてきた領空の範囲について、

国際的に１２カイリに拡大すると合意したことを受け、韓国の領空が広がり、日本と重複

していた。こうした経緯から、この空域の拡大であれば、日本との激しい対立につながら

ないと韓国政府は予想している。 

 また、中国の防空識別圏設定も狙いは日本で、韓国の拡大には強く反発しないとの観測

も浮上していた。 

 離於島のある東シナ海をめぐっては、中韓が８月、自国の大陸棚を沖縄トラフまでとし

て、開発権を主張する境界案を国連委員会に説明した。韓国の防空識別圏拡大も、権益確

保を図る意味合いが強く、日中韓のせめぎ合いは今後も続きそうだ。 

 

台湾、対話呼び掛け 韓国防空圏拡大で 

2013.12.8 21:13 ［韓国］ 

 台湾の外交部（外務省に相当）は８日、韓国による防空識別圏拡大について、他国の防

空圏と重なるため「争いと緊張を引き起こす可能性がある」と指摘し、平和的な対話で問

題解決を目指すよう関係各国に呼び掛けた。 

 

 外交部は、馬英九総統が尖閣諸島（沖縄県石垣市）問題の平和的解決に向けて昨年提起

した「東シナ海平和イニシアチブ」を挙げ、その精神と原則は各国が積極的に受け入れる

に値すると強調した。（共同） 

 

米、韓国の防空圏拡大を容認 事前説明を評価  

2013.12.8 22:43 

米国務省のサキ報道官は８日、韓国の防空識別圏拡大をめぐり「事前に米国や日本、中国

など周辺国に説明しており、責任ある対応を取ったことを評価する」と述べ、今回の拡大

とその運用を容認する考えを示した。 

 

 米政府は一方的に東シナ海上空に防空圏を設定した中国には運用停止を求めているが、

サキ氏は韓国が「国際規範や飛行の自由を順守している」と強調し「民間機にとっての混

乱や脅威を避けるものだ」と指摘した。（共同） 


